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道
成
寺
文
書
抄

清
水

長
一
郎

す
ぐ
れ
た
佛
像
や
縁
起
絵
巻
、
古
建
築
と
清
姫
伝
説
で
著
名
な
道

成
寺
に
は
、
こ
の
外
に
数
千
点
に
近
い
古
文
書
の
あ
る
こ
と
を
知
る

人
は
意
外
に
少
な
い
。
も
っ
と
も
道
成
寺
蔵
の
文
書
は
文
明
十
三
年

(

一

四

八

一

年

)

の
大
門
再
興
勧
進
状
の
ほ
か
二
・
三
点
を
除
い
て
、
殆
ど
近
世
文
書

で
し
め
ら
れ
る
が
日
高
地
方
の
近
世
史
の
研
究
の
た
め
に
は
貴
重
な

も
の
が
多
い
。

道
成
寺
で
は
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
多
く
の
古
文
書
を
余
り
公
開
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
去
る
昭
和
五
十
一
年
八
月
と
昭
和
五
十
三
年

(

一

九

七

六

年

)

六
月
の
二
回
に
亘
っ
て
和
歌
山
県
史
編
纂
委
員
会
と
、
文
化
財
研
究

会
御
坊
支
部
の
た
め
に
公
開
し
た
。
私
も
こ
の
二
回
の
公
開
に
調
査

の
末
席
に
連
な
っ
て
参
加
し
た
が
、
何
し
ろ
夥
し
い
数
量
の
た
め
漸

く
目
録
を
作
る
の
み
に
終
っ
た
。
し
か
し
そ
の
い
そ
が
し
い
作
業
の

中
で
、
特
に
私
の
興
味
を
ひ
い
た
も
の
を
、
い
く
ら
か
書
写
し
た
の

が
手
元
に
あ
る
の
で
其
の
数
点
を
転
載
し
て
み
る
。
も
っ
と
も
そ
の

中
に
は
か
っ
て
文
化
財
研
究
会
の
勉
強
会
の
席
で
発
表
し
た
も
の
も

あ
り
重
複
す
る
が
、
ご
諒
承
を
願
い
た
い
。

(

道
成
寺
蔵)

道
成
寺
石
壇
改
修
の
事

今
度
道
成
寺
六
十
貳
壇
之
石
壇
切
石
ニ
再
興
仕
候
ニ
付
六
十
貳
人
之

施
主
を
誘
引
仕
爲
信
心
之
旁
石
壇
御
合
力
云
々

干
時

延
宝
五
年
正
月
吉
日

(

一

六

七

七

年)

石
壇
施
主
次
第
不
同

壱
壇

土
生
村

太
郎
右
ヱ
門

〃
〃

〃

〃

七

太

夫

〃
〃

〃

〃

金

太

夫

〃
〃

千
津
川

伝

三

郎

〃
〃

〃

〃

徳

太

夫

〃
〃

〃

〃

中

太

夫

〃
〃

松
瀬
村

柏
木
仁
右
ヱ
門

左

次

郎

〃
〃

藤
井
村

同

母

〃
〃

〃

〃

与

兵

衛

〃
〃

〃

〃

伝

兵

衛

〃
〃

〃

〃

重
郎
右
ヱ
門

〃
〃

〃

〃

源

太

夫

〃
〃

小
松
原
村

長

三

郎
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〃
〃

同

村

武

右

ヱ

門

〃
〃

小
松
原
村

鉄

兵

衛

〃
〃

小
熊
村

七

兵

衛

〃
〃

〃

〃

又

兵

衛

〃
〃

御
坊
町

茂

兵

衛

〃
〃

若
野
村

八

太

夫

〃
〃

千
津
村

久

太

郎

〃
〃

〃

〃

万

右

衛

門

〃
〃

島

村

源

兵

衛

〃
〃

吉
田
村

清

兵

衛

〃
〃

〃

〃

甚

左

衛

門

〃
〃

財
部
村

若

太

夫

〃
〃

吉
田
村

八

右

衛

門

〃
〃

吉
原
村

喜

太

夫

〃
〃

〃

〃

妙

覺

〃
〃

和
田
村

四
郎
右
ヱ
門

〃
〃

〃

〃

若

兵

衛

〃
〃

〃

〃

安

太

夫

〃
〃

〃

〃

清

右

衛

門

〃
〃

〃

〃

仁

兵

衛

〃
〃

〃

〃

徳

兵

衛

〃
〃

〃

〃

太

郎

五

郎

〃
〃

〃

〃

幸
左
右
ヱ
門

〃
〃

上
富
安
村

七

右

ヱ

門

か
ね

吉
左

ヱ

門

〃
〃

村

ま
き

女
房

〃
〃

〃

〃

太

郎

兵

衛

〃
〃

荻
原
村

春

作

〃
〃

〃

〃

宗

澤

〃
〃

池
田
村

清

右

衛

門

〃
〃

〃

〃

源

右

衛

門

〃
〃

高
家
村

名
不
明

〃
〃

〃

〃

松

右

衛

門

〃
〃

〃

〃

仁

兵

衛

〃
〃

〃

〃

五
郎
右
衛
門

〃
〃

茨
木
村

新

三

郎

〃
〃

和
田
村

松

麿

〃
〃

北
吉
田
村

五
郎
右
ヱ
門

〃
〃

中

黒

清

雲

〃
〃

小
松
原
村

左

右

衛

門

〃
〃

吉
田
村

金

右

衛

門

〃
〃

中
津
川
村

藤

兵

衛

〃
〃

高
家
村

作

右

衛

門

〃
〃

島

村

源

三

郎

か
ね

〃
〃

村

甚

右

衛

門

ま
き

〃
〃

岩
内
村

長
右
衛
門
方

〃
〃

出

島

九

右

ヱ

門

〃
〃

千
津
村

善

吉

〃
〃

そ
の
村

五

二

郎
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こ
こ
か
ら
鐘
巻
十
八
町

六
十
二
段
の
き
ざ
は
し
を

･
･
･
･
･
･
･
･
･

で
は
じ
ま
る
日
高
地
方
の
手
鞠
歌
を
き
い
た
だ
け
で
は
、
今
の
石
壇

は
昔
か
ら
あ
の
形
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
勝
ち
に
な
る
が
、
こ
の
文

。

書
に
よ
る
と
延
宝
五
年(

一
六
七
七)
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

恐
ら
く
延
宝
の
改
修
以
前
は
那
智
大
社

青
岸
渡
寺
の
古
い
参
道
の

よ
う
な
、
鎌
倉
積
み
に
近
い
石
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

し
か
し
石
階
は
六
十
二
段
で
あ
っ
た
た
め
改
修
に
あ
た
っ
て
旧
形
を

、

、

踏
習
し
て

特
に
六
十
二
人
の
浄
財
を
募
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

そ
れ
に
し
て
も
道
成
寺
の
石
段
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
み
て
も
丈
も

幅
も
厚
さ
も
、
普
通
こ
の
辺
り
の
社
寺
の
そ
れ
よ
り
も
規
模
が
一
際

大
き
い
。
自
然
こ
の
一
段
の
石
の
価
額
も
相
当
高
価
な
も
の
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
母
子
二
人
で
一
段
、
夫
婦
で
一
段
を
寄
進
し
て
い

る
の
も
見
え
る
の
は
其
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
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玄
子
村
妙
見
菩
薩

紀
州
日
高
郡
玄
子
邑
賀
土
和
気
者
妙
見
菩
薩
。
勧
請
之
地
也
星
霜
年

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

舊

不

知

人
其

殆

屢

有

靈
驗

。
里
民
称

産
土
神

所

奉

テ

ノ

ト

シ
バ
シ
バ

サ

ト

ノ

崇

也
。
貞
享
三
年
丙
寅
三
月
廿
三
日
転

賀
土
和
気
之
地

移

妙

テ

ヲ

シ

二

一

二

ア
ガ
メ

(

一

六

八

六

年)

見
堂
於
今
之
堂

山
地

号

有

宿
因

歟
祭
礼
。
之
式
日
秋
九

一

二

レ

二

一

ス
ル

ア
ル
コ
ト

月
廿
三
日
毎
歳
不

怠

ズ
レ

七
佛
所
説
神
兜
経
云
我

兆
辰
菩
薩
名

曰

妙
見

今
。
欲

説

神

レ

テ

ト

ス

テ

二

一

下

二

テ
ウ
シ
ン

兜

擁

諸
国
土

所
作
甚

奇
特

故

曰

妙
見
処

。
於

閻

一

中

上

二

一

二

セ
ン
ト

ヲ

タ

ナ
リ

二

ト

テ

浮
提
衆
星
中

最

勝

諸
国
。
王

消
災
却
敵
莫

不

由

之

二

モ

タ
リ

ヲ

一

二

一

レ

レ

レ

佐
タ
ス
ケ
テ

云
云

二薩
陲
愍

念

衆
生

故

垂

応
化

於
下
界

福
聚
無
量

延
壽

攘

二

一

二

一

ス
ル

ヲ

二

レ

ヲ

二

。

ジ
ヤ
ウ

レ

二

一

災
之
誓
願
深
重
也
信
敬
之
輩
可

蒙

壽
福
円
満
子
孫
繁
栄
之
利
益

キ

ヲ

者
也

元
禄
十
暦
丁
丑

(

一
六
九
七
年)

孟
春
吉
旦

玄
子
村
妙
見
宮

貞
亨
三
丙
寅
三
月
廿
三
日
賀
土
和
気
ヨ
リ
今
之
妙
見
之
地
ニ
移
シ
当

(

一
六
八
六
年)

戌
年
迄
百
三
十
二
成

元
禄
十
年
丁
丑
春
三
月
よ
り
戌
年
迄
百
十
九
年
成

、

玄
子
村(

現
・
川
辺
町
玄
子)

に
妙
見
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

天
保
十
年(

一
八
三
九)

成
立
の
紀
伊
続
風
土
記
に
「
妙
見
社

社
地

」

、

周
百
間

村
の

艮

早
藤
村
堺
に
あ
り
長
床
あ
り

と
あ
る
こ
と
や

う
し
と
ら

は
い
く
ず

享
保
十
年(

一
七
二
五)

の
社
方
書
上
帳
、
江
川
組
、
玄
子
村
の
条
に

「
妙
見

一
社

玄
子
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か

で
あ
る
が
、
こ
の
二
文
書
に
さ
き
だ
っ
て
元
禄
十
年(

一
六
九
七)

の

道
成
寺
文
書
に
、
貞
享
三
年(

一
六
八
六)

三
月
二
十
三
日
に
賀
土
和

気
か
ら
紀
伊
続
風
土
記
に
い
う
「
村
の
艮

早
藤
村
堺
に
あ
り

･
･
･
･

･
･
･

」
の
地
に
遷
祀
さ
れ
、
玄
子
村
に
妙
見
社
が
初
め
て
祀
ら
れ
た

の
は
江
戸
初
期
よ
り
も
、
さ
ら
に
古
い
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
現
存
す
る
こ
の
文
書
の
添
え
書
き
に
「
元
禄
十
年
丁
丑
春

三
月
よ
り
戌
年
迄
百
十
九
年
成
」
と
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
添
え
書

き
に
示
さ
れ
る
戌
年
は
多
分
、
文
化
十
一
甲
戌
年
か
と
考
え
ら
れ
後

(

一

八

一

四

年)

に
別
人
が
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
当
社
は
明
治
末
年
に
土
生

(

一

九

一

一

年)

八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
旧
社
地
に
は
長
床
の
跡
が
今
も
遺
り
、
里

人
は
旧
社
地
を
妙
見
山
と
よ
ん
で
い
る

ま
た
賀
土
和
気
は
私
は

か

。

「

ど
わ
け
」
と
読
み
地
名
と
解
し
た
が
、
現
在
、
村
の
古
老
に
聞
き
合

せ
て
も
そ
の
よ
う
な
地
名
は
な
い
。
あ
る
い
は
私
の
考
え
ち
が
い
か

も
知
れ
な
い
。
御
教
示
を
い
た
だ
け
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
原
文
の

ふ
り
仮
名
は
道
成
寺
蔵
の
文
書
に
す
で
に
施
さ
れ
て
い
た
の
を
其
の

ま
ま
用
い
た
。
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宝
暦
七
年

入
野
村

(

一

七

五

七

年)

銯

通
ひ

か
ぢ

か
す
が
い

丑
六
月

弥
左
衛
門

道
成
寺
三
重
塔
用

丑
ノ
七
月
十
六
日

一
銯
拂拾

七
貫
五
百

壱
〆
目
ニ
付
七
百
匁

日
高
郡
切
目
河
高
串
村
妙
見
尊
星
の
神
祠
道
成
寺
よ
り
改
造
の
縁

由
は
当
山
再
建
の
塔
今
年
興
立
し
畢
ぬ
此
時
に
の
ぞ
み
良
木
の
桧

木
諸
方
に
尋
ね
伺
処
に

適

当
社
境
内
に
有
て
枝
葉
式
内
を
覆
ひ

た
ま
た
ま

誠
に
多
歳
を
経
る
の
古
木
と
見
え
て
尋
る
処
の
良
木
に
応
答
せ
り

此
故
に
当
社
の
信
主
に
是
を
懇
望
す
と
い
え
ど
も
神
の
冥
助
計
り

(

神

？)

難
き
よ
し
を
述
べ
て
二
度
の
神
籤
を
定
め
冥
慮
を
伺
い
奉
る
所
に

両
度
迄
施
入
の
神
慮
下
り
け
れ
ば
尊
星
の
冥
助
疑
い
な
く
信
じ
急

ぎ
根
取
し
是
を
再
建
の
用
材
に
く
わ
え
て
事
終
え
ぬ
爰
に
当
社
尊

神
は
幾
も
も
と
せ
の
昔
よ
り
御
舎
垣
を
此
木
の
下
に
敷
立
て
鎮
座

み
あ
ら
が
き

し
給
う
と
な
ん
時
に
宝
暦
十
三
癸
未
の
年
神
籤
に
託
し
彼
の
一
ト

(

一

七

六

三

年)

木
を
塔
再
興
の
一
助
に
喜
捨
し
給
ふ
和
光
の
恵
い
と
た
う
と
く
感

心
し
奉
る
に
猶
余
り
あ
る
新
た
に
神
殿
を
造
営
せ
し
め
て
冥
助
の

恩
賜
を
謝
し
奉
る
も
の
な
り

道
成
寺

執
事

宝
暦
十
三
癸
未
十
一
月
吉
詳
日

前
掲
二
通
の
文
書
は
共
に
道
成
寺
三
重
塔
関
係
の
も
の
で
内
容
は

説
明
を
加
え
る
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
っ
て
三
重

塔
再
建
に
は
、
長
い
歳
月
を
要
し
た
上
、
様
々
な
苦
心
の
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
二
通
目
の
塔
用
材
調
達
の
文
書
は
既
に
昭
和

三
十
年
代
、
印
南
町
高
串
の
妙
見
社
の
社
地
か
ら
故
・
高
野
光
勇
氏

が
発
見
し
て
、
私
は
そ
れ
を
昭
和
三
十
五
年
刊
行
の
「
矢
田
村
誌
」

に
発
表
し
た
が
、
道
成
寺
に
も
全
く
同
文
の
も
の
が
あ
る
の
で
再
録

し
た
。
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扣

奉

願

覺

一
当
寺
境
内
ニ
五
間
四
面
之
釈
迦
堂
御
座
候
処
及
破
損
ニ
付
右
堂

之
跡
江
仮
堂
建
御
座
候
処
右
仮
堂
も
年
久
敷
相
成
候
ヘ
バ
段
々

及
大
破
候
而
最
早
其
儘
ニ
難
致
奉
存
候

今
度
以
助
力
右
仮
堂

跡
江
先
年
よ
り
有
来
候
通
之
釈
迦
堂
五
間
四
面
ニ
再
建
仕
度
奉

存
候
依
之
奉
願
候

以
上

日
高
郡

道
成
寺

安
永
十
年

(

一

七

八

一

年)

丑
四
月

寺
社
奉
行
所

道
成
寺
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
ご
ろ
の
作
と
み
ら
れ
る

総
高
さ
三
一
二
㎝
の
釈
迦
如
来
像
は
、
も
と
前
掲
文
書
の
よ
う
に
方

五
間
の
釈
迦
堂
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
堂
宇
が
破

損
し
た
た
め
旧
堂
の
跡
へ
仮
堂
を
作
っ
て
安
置
し
て
い
た
。
し
か
し

其
の
仮
堂
も
ま
た
破
損
に
及
ん
で
、
安
永
十
年(

一
七
八
一)

広
く
寄

進
を
得
て
釈
迦
堂
を
再
建
す
べ
く
、
今
で
い
え
ば
監
督
官
庁
に
当
る

藩
の
寺
社
奉
行
に
、
そ
の
許
可
を
願
い
出
た
文
書
の
扣
え
で
あ
る
。

、

こ
の
願
出
に
よ
る
仮
堂
が
い
つ
ご
ろ
完
成
し
た
か
は
明
か
で
な
い
が

と
に
か
く
そ
の
後
再
興
さ
れ
て
釈
迦
像
は
も
と
の
よ
う
に
安
置
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十
一
年(

一
八
八
八)

八
月
の
暴
風
雨
に
よ
っ

て
釈
迦
堂
は
倒
壊
し
、
釈
迦
像
も
破
損
し
て
久
し
く
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
が
、
昭
和
十
四
年(

一
九
三
九)

東
京
の
津
谷
宇
之
助
の
発

願
に
よ
り
吉
田
芳
明
が
修
覆
さ
れ
本
堂
内
に
ま
つ
ら
れ
現
代
に
至
っ

て
い
る
。
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覺
一
寺
内
人
数
拾
五
人

八
歳
以
上

内
僧
七
人

住
持
と
も

俗
八
人

右
八
人
之
家
来
共
ハ
村
々
ニ
而
相
改
郡
方
総
人
数
ニ
入
リ
候
も

の
に
御
座
候

以
上

日
高
郡

道
成
寺

天
明
六
年
七
月

(

一

七

八

六

年)

御
勘
定
所

天
明
六
年(

一
七
八
六)

七
月
と
あ
る
が
人
数
改
め
の
も
の
で
あ
ろ

。

。

う
か

そ
れ
に
し
て
も
住
持
と
も
僧
七
人
と
あ
る
の
は
人
数
が
多
い

今
の
よ
う
に
観
光
客
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
寺
を

維
持
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
道
成
寺
に
は
若
干
の
田
畑
山

林
が
あ
っ
た
か
ら
、
俗
八
人
と
記
さ
れ
て
い
る
人
人
は
、
い
わ
ば
作

男
で
こ
の
人
人
の
農
作
業
に
よ
る
収
益
で
、
あ
る
程
度
の
自
給
自
足

が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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道
成
寺
六
世
盛
忍
代
記
録

一
天
明
六
午
五
月
五
日
入
院
夫
よ
り
一
代
之
内
ニ
普
請
併
方
々
様

(

一
七
八
六
年)

御
入
扣

一
尺
迦
堂
屋
敷
三
尺
許
高
ク
候
ニ
付
尺
迦
堂
取
除
ケ
掘
下
ケ
寺
内

(

原)ヘ
持
た
せ
平
致
申
候

一
塔
之
廻
り
立
山
ニ
行
敷
申
候

一
蛇
榁
垣
立
山
致
す

一
台
所
下
石
垣
長
屋
よ
り
書
院
迄
石
垣
土
尻
土
ハ
地
藏
院
田
ほ
り

四
ツ
貳
ツ
致
ス

一
く
り
普
請
取
初
台
所
書
院
立
替
申
候

御
成
門
台
所
門
長
屋
藏
迄
無
残
所
立
替
申
候

一
殿
様
熊
野
へ
御
参
詣

一
大
殿
様
御
歩
御
成
塔
へ
御
上
被
遊

一
御
順
見
衆
御
参
詣

(

原)

一
聖
護
院
様
御
入
峯

一
三
宝
院
様
御
入
峯

一
大
地
格
表
色
衣
被
御
出
候

寛
政
十
一
年

(

一

七

九

九

年

)

一
御
礼
式
御
対
面
所
江
御
引
直

同
十
二
年

一
鰐
口
四
つ
請
申
候

文
化
四
辰
四
月

(

一
八
〇
七
年)

盛
忍
は
和
佐
村(

現
・
川
辺
町
和
佐)

の
出
身
で
、
本
会
会
員
・
寺

西
義
一
氏
の
遠
祖
に
あ
た
る
人
と
い
う
。
こ
の
一
代
の
記
録
中
「
尺

迦
堂
屋
敷
三
尺
許
高
ク
候
ニ
付
尺
迦
堂
取
除
ケ
掘
下
ケ
寺
内
中
へ
持

た
せ
平
致
申
候
」
と
あ
る
が
、
さ
き
の
安
永
十
年
の
「
奉
願
覺
」
に

(

一

七

八

一

年)

よ
っ
て
再
興
し
た
釈
迦
堂
が
、
こ
の
時
一
時
取
除
け
ら
れ
、
三
尺
ば

か
り
高
か
っ
た
堂
跡
の
土
を
境
内
の
あ
ち
こ
ち
の
低
地
に
運
ん
だ
と

あ
り
、
し
た
が
っ
て
此
の
と
き
釈
迦
堂
も
一
部
修
繕
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
現
代
み
ら
れ
る
三
重
塔
周
囲
の
立
山
や
、
蛇
榁
の
立
山

と
石
の
垣
も
盛
忍
の
代
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
庫
裡
東

側
の
高
い
石
垣
も
こ
の
時
代
に
埋
立
て
て
築
か
れ
、
そ
の
埋
土
は
地

藏
院
田
か
ら
運
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
地
藏
院
田
は
道
成
寺
庫
裡

か
ら
東
へ
直
線
数
十
㍍
へ
だ
て
た
小
丘
上
の
や
や
長
方
形
の
田
で
面

積
約
一
反
余
。
こ
の
田
の
土
を
ほ
り
四
ッ
貳
ッ
ニ
致
ス
と
い
う
の
だ

か
ら
四
枚
の
田
を
二
枚
の
田
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
一
枚
の

田
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
お
も
し
ろ
い
の
は
「
大
殿
様
御
歩
御
成
塔
へ
御
上
被
遊
」
の

記
事
で
あ
る
。
大
殿
様
は
云
う
ま
で
も
な
く
気
の
荒
い
こ
と
で
恐
れ

ら
れ
た
紀
藩
八
代
の
藩
主
・
徳
川
重
倫
公
の
隠
居
後
の
呼
称
で
、
こ

こ
で
は
重
倫
公
の
道
成
寺
参
詣
の
年
月
を
記
し
て
い
な
い
が
、
本
会

会
員
の
熊
代
佐
市
氏
が
瀬
戸
家
御
用
留
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
寛
政
五

年(

一
七
九
三)

五
月
二
十
一
日
で
あ
る
こ
と
を
突
き
と
め
、
昭
和
五

「

」

。

十
三
年
七
月
十
六
日
の

紀
州
新
聞
随
想

に
発
表
し
て
お
ら
れ
る

三
重
塔
に
上
る
と
は
さ
す
が
に
大
殿
様
ら
し
い
。
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土
生
神
社
御
社
焼
失

文
化
三
年
寅
二
月
十
四
日
夜

(
一

八

〇

六

年)

土
生
八
幡
宮
御
社

焼
失
ニ
付
同
年
八
月
八
日

清
メ
之
爲
御
幣
と

仲
哀
天
皇
清
メ
御
幣

八
幡
宮

同

神
功
后
皇

同

(

原)

右
唯
御
幣

飛
鳥
大
明
神

同

右
唯

同

右
之
通
清
メ
御
幣

と
し
て
納
申
候

其
後
神
主
平
次
兵
衛

八
幡
宮
様
併

飛
鳥
明
神
之

御
神
躰
木
像

納
申
候
右
之
通

鳥
渡
扣
へ
置
申
候

道
成
寺
盛
忍代

土
生
八
幡
神
社
と
飛
鳥
明
神
の
両
社
が
文
化
三
年(

一
八
〇
六)

炎

上
し
た
こ
と
は

「
日
高
郡
誌
」
に
も
「
矢
田
村
誌
」
に
も
記
さ
れ

、

て
い
る
。
別
に
明
治
初
年
に
つ
く
ら
れ
た
「
土
生
村
地
誌
調
簿
」
に

(

一

八

六

八

年)

も
書
か
れ
て
い
た

「
日
高
郡
誌
」
は
恐
ら
く
こ
の
「
土
生
村
地
誌

。

調
簿
」
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
三
書
と
も
に
こ
の
よ
う
に

機
微
に
ふ
れ
た
記
載
は
み
ら
れ
な
い

「
鳥
渡
扣
へ
置
申
候
」
と
断

。

っ
て
い
る
如
く
、
よ
く
盛
忍
が
ち
ょ
っ
と
書
い
て
お
い
た
も
の
で
あ

る
。
や
は
り
書
き
と
め
て
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
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小
熊
村
明
神
者

往
昔
ヨ
リ
神
号
無
之

唯
光
之
森
と
唱
来
り

当
寺
盛
海
法
印
之

代
ニ
神
号
御
附
被
下
様

申
来
候
ニ
付
其
村

之
内
ニ
田
畑
之
字
又
ハ
小
名
及

究
候
処
有
之
候
哉
相
尋

候
処

池
田
之
谷
之
入
口
之

石
橋
加
茂
之
橋
と
申
事

及
究
右
之
字
以

加
茂

明
神
と
唱
号
附
申
候

控
へ

小
熊
村
は
筆
者
の
居
村
川
辺
町
小
熊
で
あ
り

茅
屋
の
近
く
に

お

、

「

光
山
」
と
よ
ぶ
雑
木
林
が
遺
り
、
明
治
末
年
、
土
生
八
幡
神
社
に
合

(

一

九

一

一

年)

祀
さ
れ
る
ま
で
此
処
に

「
お
光
り
さ
ん
」
と
称
す
る
少
祠
が
あ
っ

、

た
と
老
人
か
ら
き
い
た
。
そ
れ
が
道
成
寺
の
盛
海
法
印
が
村
人
の
依

頼
を
う
け
て
、
前
述
の
通
り
加
茂
明
神
と
名
づ
け
た
小
祠
で
あ
る
。

こ
の
少
祠
は
享
保
十
年(

一
七
二
五)

の
江
川
組

社
方
書
上
帳

小

熊
村
の
条
に
「
光
ル
明
神

一
社

同
村

是
は
加
茂
大
明
神
を
祭

る
と
申
伝
候
」
と
あ
り
、
紀
伊
続
風
土
記
に
も
「
光
明
神
社

社
地

山
回
九
十
間
村
に
あ
り
加
茂
明
神
社
と
い
ふ
」
と
み
え
る
が
、
前
掲

の
文
書
に
よ
る
と
盛
海
法
印
は
近
く
に
架
け
ら
れ
た
加
茂
の
橋
と
よ

ぶ
石
橋
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
社
号
を
加
茂
明
神
と
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
う
っ
か
り
す
る
と
京
都
の
上
賀
茂
・
下
鴨
両
社
の
何
れ
か
ら

か
、
分
霊
を
勧
請
し
た
の
か
と
ま
ち
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
因

み
に
此
の
文
書
に
は
年
紀
を
缼
く
が
盛
海
法
印
は
、
享
保
六
年
に
念

(

一

七

二

一

年)

仏
回
向
五
千
日
三
界
万
霊
平
等
利
益
の
碑
を
道
成
寺
墓
地
に
遺
し
て

い
る
こ
と
や
、
享
保
十
年
の
社
方
書
上
帳
に
、
既
に
加
茂
大
明
神
の

の
名
の
あ
る
点
を
考
え
る
と
、
享
保
十
年
以
前
の
も
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
、
加
茂
大
明
神
の
跡
地
は
国
鉄
紀
勢
線
の
線

路
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
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「
道
成
寺
文
書
抄
」
デ
ジ
タ
ル
化
あ
と
が
き

今
回
の
「
道
成
寺
文
書
抄
」
は
昭
和
五
十
八
年
刊
行
の
御
坊
文
化
財
研
究
会
機
関
誌
『
あ
か
ね
』
第
十
号
記
載
の
も

(

一

九

八

三

年

)

の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
発
表
後
日
は
浅
い
が
道
成
寺
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
ア
ッ
プ
し
た
。

文
化
三
年
土
生
神
社
焼
失
と
道
成
寺
盛
忍
の
扣
に
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
年
十
月
土
生
八
幡
神
社
参
集

(

一

八

〇

六

年

)

ひ
か
え

所
が
全
焼
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
矢
田
八
幡
宮
棟
札
」
な
ど
参
集
所
保
管
の
貴
重
な
史
料
は
悉
く
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
。

も
う
一
つ
余
談
に
な
る
が
、
最
後
の
「
小
熊
明
神
」
の
項
に
関
連
し
て
、
私
の
壮
年
時
代(

川
辺
町
斎
場
出
来
る)

ま

、

、
「

」

で
は
小
熊
三
昧(

火
葬
場)

に
野
辺
送
り
す
る
の
に

立
派
な
近
道
が
あ
っ
た
に
拘
わ
ら
ず

旧
光
明
神
・
加
茂
明
神

の
社
跡
を
通
る
の
は
畏
れ
多
い
と
云
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
数
百
メ
ー
ト
ル
を
野
辺
送
り
の
行
列
が
遠
回
り
し
た
も
の
で
あ

や
し
ろ

る
。
時
代
が
変
わ
り

の
電
化
・
複
線
化
に
伴
っ
て
不
要
に
な
っ
た
跡
地
、
今
は
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

･
･
･
･
･
･

。

JR

今
ア
パ
レ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
製
品
は
極
端
と
し
て
も
、
家
電
・
自
動
車
に
し
て
も
季
節
ご
と
、
い
や
毎
日
新
製
品
が
発

表
さ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
企
業
の
存
在
す
ら
明
日
は
ど
う
な
る
か
の
判
ら
な
い
時
代
で
あ
る
が

「
古
い
し
き
た
り
・
言

、

い
伝
え
」
を
通
じ
て
、
史
蹟
や
史
料
の
保
存
・
伝
承
を
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
一(

二
〇
〇
九)

年
四
月
十
九
日(

日)

清
水

章
博


